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１ 75歳以上の運転免許保有者数の推移

２ 75歳以上高齢運転者による死亡事故件数の推移

３ 免許人口当たりの死亡事故件数の推移

４ 75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果

５ 75歳以上高齢運転者による死亡事故の類型別件数比較

６ 75歳以上高齢運転者による死亡事故の人的要因別件数比較

(注) 数値は，単位未満で四捨五入してあるため，合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。
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高齢運転者による死亡事故に係る分析（１）
～ 75歳以上の運転免許保有者数の推移 ～

3※各年12月末の運転免許保有者数である。

● 令和元年の75歳以上の免許保有者数は，平成21年と比較して，75-79歳以上，80
歳以上ともに約1.8倍に増加しており，免許保有者数は増加を続けている。

50 53 56 60 62 64 67 73 78 83 89 

33 
35 38 

40 44 46 
50 

54 
57 

58 
58 

82 
89 

94 
101 

106 110 
118 

127 
135 

141 
146 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

75歳以上の運転免許保有者数の推移

75-79歳 80歳以上

単位(千人)

75-79歳の免許保有者数

80歳以上の免許保有者数



高齢運転者による死亡事故に係る分析（２）
～ 75歳以上高齢運転者による死亡事故件数の推移 ～

4※第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

● 75歳以上の高齢運転者による死亡事故件数は，平成21年以降増加傾向にあり，
平成30年は死亡事故全体の約４分の１が75歳以上高齢運転者による死亡事故であ
った。しかし，令和元年は大きく減少し，平成21年以降最少となった。

3
5 4 3

7 7

4
2

6 7

0

8 4 5 8

8
6

9

7

8

12

3

11

9 9

11

15

13 13

9

14

19

39.2% 8.0%
9.2%

9.8%

15.2%
13.3%

15.1%

11.8%

16.3%

24.4%

5.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

5

10

15

20

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

75歳以上高齢運転者による死亡事故件数

75-79歳 80歳以上 死亡事故件数全体に対する構成比

(件)

75-79歳運転者

80歳以上運転者



13.4 

10.2 
9.5 

10.9 

14.2 

11.8 
11.0 

7.1 

10.4 

13.5 

2.1 

24.5 

11.3 

13.2 

19.8 

18.2 

12.9 

17.9 

13.1 

14.1 

20.8 

5.2 6.2 5.9 
5.1 

5.8 
4.8 4.8 

4.2 3.8 4.2 
3.4 3.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

高齢運転者による死亡事故件数の推移（免許人口10万人あたり）

75歳以上運転者

80歳以上運転者

(件)

75歳未満の運転者

高齢運転者による死亡事故に係る分析（３）
～ 免許人口当たりの死亡事故件数の推移 ～

5※各年12月末の運転免許保有者数で算出した。
※第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

● 免許人口10万人当たり死亡事故件数は，75歳未満の運転者は平成21年以降減少傾
向にある。75歳以上及び80歳以上の高齢運転者は，増減を繰り返しながらも75歳未
満運転者より数倍高い水準で推移していたが，令和元年は大きく減少した。



高齢運転者による死亡事故に係る分析（４）
～ 75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果 ～
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● 死亡事故の第１当事者となった75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果は，認知
機能の低下のおそれがない第３分類が最も多く，次いで認知機能の低下のおそれが
ある第２分類が多い。

第１分類
1

4.5%

第２分類
9

40.9%
第３分類

10
45.5%

その他

2
9.1%

75歳以上高齢運転者の認知機能検査結果

（平成30年，令和元年合計）

計 22人

※死亡事故の第１当事者となった原付以上75歳高齢運
転者について集計している。
※分類は，事故直近の検査結果である。
※その他とは，事故時は75歳以上であったが未だ検査
を実施していない場合等である。

■第１分類
記憶力・判断力が低くなってい

る（認知症のおそれがある）
■第２分類
記憶力・判断力が少し低くなっ

ている（認知機能の低下のおそれ
がある）
■第３分類
記憶力・判断力に心配がない

（認知機能の低下のおそれがな
い）
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高齢運転者による死亡事故に係る分析（５）
～ 75歳以上高齢運転者による死亡事故の類型別件数比較 ～

7※第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

● 75歳以上の高齢運転者による死亡事故は，75歳未満の運転者と比較して，車
両単独による事故が多くなっており，具体的には工作物衝突や路外逸脱が多く
発生している。
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死亡事故の類型比較（平成27年～令和元年合計）
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高齢運転者による死亡事故に係る分析（６）
～ 75歳以上高齢運転者による死亡事故の人的要因別件数比較 ～
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※第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。括弧内は死亡事故件数を表す。

● 75歳以上の高齢運転者は，操作不適による死亡事故が最も多い。
● そのうち，ブレーキとアクセルの踏み間違い死亡事故は，75歳未満が全体の

0.6％に過ぎないのに対し，75歳以上の運転者は5.2％と高い。

25.7%

21.1%

26.6%

18.0%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

＜75歳未満の運転者＞

死亡事故件数 327件

死亡事故の人的要因比較（平成27年～令和元年合計）
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